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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　①一般概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善が見られましたが、個人消費の回復は進ま

ず、円高進行による輸出企業の業績に下振れの懸念が見られるなど、景気の回復にも停滞感が生じています。ま

た、世界経済は、米国の景気回復がみられるものの、中国景気の減速基調の継続や、英国のEU離脱決定の影響、

世界的な地政学的リスクの高まりなどにより、先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループの属する物流業界は、依然として、顧客の物流コスト圧縮の要請と業者間の過当競争による収受

料金の低下のほか、運賃仕入コストや労務コストの上昇といった厳しい事業環境の中、物流業務にかかる高度な

業務品質の維持・向上を迫られ、期待利益の確保が厳しくなってきております。

こうした状況の中で、当社グループは昨年度見直した「中期経営計画」にもとづき、グループ各社がそれぞれ

の事業分野や地域において競争力を高め、収益力の向上と期待利益の確保を図るため、新規顧客の導入と既存顧

客の業務拡大に注力しつつ、業務品質の維持・向上にかかる業務の効率化に取組んだほか、不採算取引の見直し

をおこなってまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの営業収益は、一部顧客の撤退や円高の影響により、国

内流通加工業務や輸出関連業務の取扱が減少したことから、前年同期間と比較して2.7％減の21億65百万円の計

上となりました。また、利益面におきましては、業務の効率化等コスト削減に取組んだものの、営業収益減少の

影響により、営業損益は47百万円の営業損失（前年同期間は14百万円の営業損失）となりました。

また、経常損益は50百万円の経常損失（前年同期間は３百万円の経常損失）となり、さらに、親会社株主に帰

属する四半期純損益は60百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失（前年同期間は33百万円の親会社株主に帰

属する四半期純利益）となりました。

　②報告セグメントの概況

Ａ．総合物流事業におきましては、一部顧客の撤退や円高の影響により、国内流通加工業務や輸入関連業務の取

扱が減少したことから、営業収益は前年同期間と比較して3.8％減の20億90百万円となりました。営業総利益

は、営業収益減少の影響により、前年同期間と比較して21.1％減の１億69百万円となりました。

Ｂ．運送事業におきましては、当事業が、主に、総合物流事業に対する運送分野を担っており、「まごころ便」

取扱個数の減少により、営業収益は前年同期間と比較して15.7％減の２億30百万円となりました。また、営業

総利益は、業務の効率化等コスト削減を図ったものの、「まごころ便」取扱個数の減少が積載効率の悪化をま

ねいたことから、１百万円の営業損失（前年同期間は８百万円の営業利益）となりました。

Ｃ．流通加工事業におきましては、当事業が、主に、総合物流事業に対する流通加工（倉庫内オペレーション）

分野を担っており、流通加工にかかる取扱物量の減少により、営業収益は前年同期間と比較して2.6％減の２

億88百万円となりました。また、営業総利益は、営業収益の減少により、前年同期間と比較して7.7％減の21

百万円となりました。

（注） 上記営業収益は、セグメント間取引消去前の金額で記載しております。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２億４百万円（△2.2％）減少し、90億13

百万円となりました。

この主な要因は、現金及び預金が１億66百万円、受取手形及び売掛金が１億６百万円減少した一方で、有形固

定資産のその他が79百万円増加したことによるものであります。

② 負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ62百万円（△2.2％）減少し、27億48百万円

となりました。

この主な要因は、未払費用88百万円が増加した一方で、支払手形及び営業未払金が35百万円、長期借入金が30

百万円、退職給付に係る負債が34百万円、役員退職慰労引当金が45百万円それぞれ減少したことによるものであ

ります。

③ 純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１億42百万円（△2.2％）減少し、62億64

百万円となりました。

この主な要因は、前連結会計年度に比べ、利益剰余金が当第１四半期連結累計期間に親会社株主に帰属する当

期純損失60百万円の計上を余儀なくされたことや前連結会計年度の利益処分による期末配当金49百万円があった

ことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間において、各利益項目において、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する四半期

純損失の計上を余儀なくされておりますが、平成29年３月期第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想

は、前回公表（平成28年５月13日付平成28年３月期決算短信）のとおり、現時点での修正はありません。

今後の業況を見極めた上で、業績予想の修正が必要と判断される場合には、速やかにお知らせいたします。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

東京港営業所を除く当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価

償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会

計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から

定額法に変更しております。

この変更による当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,452,893 2,286,105

受取手形及び売掛金 1,119,774 1,013,549

原材料及び貯蔵品 13,373 13,301

前払費用 45,741 59,867

繰延税金資産 9,008 13,692

未収法人税等 4,053 5,384

その他 229,943 287,245

貸倒引当金 △118 △109

流動資産合計 3,874,670 3,679,037

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,163,580 8,165,815

減価償却累計額 △6,228,380 △6,269,270

減損損失累計額 △105,173 △105,173

建物及び構築物（純額） 1,830,025 1,791,370

機械装置及び運搬具 2,101,918 2,099,418

減価償却累計額 △1,975,478 △1,981,623

減損損失累計額 △575 △575

機械装置及び運搬具（純額） 125,864 117,218

土地 1,574,272 1,574,272

その他 500,723 580,092

減価償却累計額 △401,943 △402,134

減損損失累計額 △414 △414

その他（純額） 98,366 177,543

有形固定資産合計 3,628,528 3,660,405

無形固定資産

借地権 458,486 458,486

その他 115,600 124,535

無形固定資産合計 574,086 583,021

投資その他の資産

投資有価証券 507,351 495,369

繰延税金資産 13,906 14,177

その他 629,465 590,914

貸倒引当金 △9,840 △9,641

投資その他の資産合計 1,140,882 1,090,819

固定資産合計 5,343,497 5,334,246

資産合計 9,218,168 9,013,283
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 489,676 453,846

短期借入金 610,000 595,000

未払費用 150,388 239,291

未払法人税等 44,676 12,262

賞与引当金 56,387 90,413

その他 118,387 117,132

流動負債合計 1,469,515 1,507,947

固定負債

社債 500,000 500,000

長期借入金 160,000 130,000

役員退職慰労引当金 108,262 62,716

退職給付に係る負債 536,527 502,304

繰延税金負債 13,995 10,329

その他 22,771 35,645

固定負債合計 1,341,556 1,240,995

負債合計 2,811,072 2,748,942

純資産の部

株主資本

資本金 2,133,280 2,133,280

資本剰余金 2,170,568 2,170,568

利益剰余金 2,144,489 2,033,799

自己株式 △159,288 △159,288

株主資本合計 6,289,049 6,178,360

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 31,742 23,426

為替換算調整勘定 86,303 62,553

その他の包括利益累計額合計 118,045 85,980

純資産合計 6,407,095 6,264,341

負債純資産合計 9,218,168 9,013,283
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業収益 2,225,308 2,165,085

営業原価 1,985,325 1,981,974

営業総利益 239,982 183,111

販売費及び一般管理費 254,594 230,519

営業損失（△） △14,611 △47,407

営業外収益

受取利息 457 767

受取配当金 11,530 2,681

受取賃貸料 1,009 969

その他 3,690 1,327

営業外収益合計 16,687 5,745

営業外費用

支払利息 4,431 3,668

為替差損 - 4,928

支払補償費 730 504

その他 204 189

営業外費用合計 5,366 9,290

経常損失（△） △3,290 △50,952

特別利益

固定資産売却益 1,729 3

投資有価証券売却益 57,595 -

特別利益合計 59,325 3

特別損失

固定資産除売却損 1,460 51

保険解約損 1,995 4,575

特別損失合計 3,455 4,626

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

52,579 △55,576

法人税、住民税及び事業税 10,749 10,357

法人税等調整額 8,264 △4,955

法人税等合計 19,013 5,401

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,565 △60,977

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

33,565 △60,977
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,565 △60,977

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35,390 △8,315

為替換算調整勘定 △438 △23,749

その他の包括利益合計 △35,828 △32,064

四半期包括利益 △2,262 △93,042

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,262 △93,042

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

①報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計

総合物流事業 運送事業 流通加工事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 2,165,249 27,183 24,812 2,217,244 8,063 2,225,308

セグメント間の内部営業収
益または振替高

7,180 246,670 271,303 525,154 25,588 550,742

計 2,172,429 273,853 296,116 2,742,399 33,651 2,776,051

セグメント利益 214,213 8,222 23,635 246,071 3,351 249,422

調整額
(注)２

四半期連結損益計算書
計上額(注)３

営業収益

外部顧客への営業収益 ― 2,225,308

セグメント間の内部営業収
益または振替高

△550,742 ―

計 △550,742 2,225,308

セグメント利益 △9,439 239,982

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備保障事業等であります。

２．セグメント利益の調整額△9,439千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業総利益と調整をおこなっております。

②報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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２．当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

①報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計

総合物流事業 運送事業 流通加工事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 2,097,899 24,684 34,410 2,156,994 8,091 2,165,085

セグメント間の内部営業収
益または振替高

△7,512 206,161 253,988 452,637 28,906 481,543

計 2,090,386 230,845 288,399 2,609,631 36,997 2,646,628

セグメント利益又は損失(△) 169,067 △1,279 21,816 189,604 4,602 194,207

調整額
(注)２

四半期連結損益計算書
計上額(注)３

営業収益

外部顧客への営業収益 ― 2,165,085

セグメント間の内部営業収
益または振替高

△481,543 ―

計 △481,543 2,165,085

セグメント利益又は損失(△) △11,096 183,111

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備保障事業等であります。

２．セグメント利益の調整額△11,096千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業総利益と調整をおこなっております。

②報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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